






 

I 研究目的: 

新生児とくに未熟児で呼吸管理を必要とする異常をもつものの中には呼吸窮迫

の症状(多呼吸,呼気性坤吟,陥没呼吸,チアノーゼなど)が 4 週間以上に亘って

遷延する例がある。これをわれわれは遷延性呼吸窮迫(pro1onged respiratory 

distress,以下 PRD と略す)という概念でまとめてみた。本研究は PRD の臨床像

を分析しその原因分類を行うとともに,肺に及ぼす酸素の毒性との関係を臨床

的に,実験的に解明してゆくために行ったものである。 


